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竹内 ─ 高次社会認知機能の個人差の神経基盤 211
　最後に，情動知能と安静時脳活動関連の関係につい
ては，トータル情動知能（自己対応，他者対応，状況
対応情動知能の総和）の関連を紹介する．トータル情
動知能との関連は前島と右側背外側前頭前野の安静時
の脳活動の関連の強さにおいてみられた．また，トー
タル情動知能との相関は，脳の内側前頭前野と後部帯
状回の安静時の脳活動の関連の強さにおいてもみられ
た．
　これらの結果は 2つの回路にそってまとめることが
できる．状況対応情動知能と灰白質の関連が見られた
腹内側前頭皮質，灰白質，白質において自己対応情動
知能との関連が見られた，安静時脳活動関連でもトー
タル情動知能との関連で結果が見られた前島の 2つ
の領域はソマティックマーカー回路とよばれる機能的
回路に属する．また，灰白質と自己対応情動知能の関
連の見られた前頭極，灰白質と他者対応情動知能との
関連が見られた右側頭溝，白質と他者対応情動知能の
関連が見られた右の下縦束，また，安静時脳活動解析
でトータル情動知能との関連の結果が見られた内側前
頭前野，後部帯状回はみな社会認知ネットワークと呼
ばれる一連の社会認知に重要な役割を果たすネット
ワークに属している．
　ソマティックマーカー回路というのは，ソマティッ
クマーカー仮説における脳機能に関与する一連の領域
のことである．ソマティックマーカー仮説とは身体か
ら来る感情ベースの判断を左右する信号が高次脳領域
で統合され，複雑な意思決定にいかされる，という仮
説である．この回路において，腹内側前頭前野は情報
を統合する高次領域であり，前島はこの回路で身体，
内臓の信号を監視し，嫌悪・不快などの感情と関連す
る．灰白質・白質形態研究のソマティックマーカー回
路の領域に関連する結果は情動知能がこの回路と関連
するという説を支持する．また，前島と右側背外側前
頭前野の安静時の脳活動の同期の強さと総合情動知能
が関連しているという結果について述べる．背外側前
頭前野は脳の中央実行システムであり，感情の制御と
も関連している．それより，この結果については，総
合情動知能は脳の中央実行システムがソマティック
マーカー回路の感情を催す領域によく制御が及んでい
る状態と関連していると考えることができるかもしれ
ない．
　また，自己社会認知ネットワークと関連した結果に
ついて述べると，まず，自己対応情動知能と灰白質濃
度が関連していた前頭極領域周辺領域については，こ
の領域は自己情報に関わる領域，自己により算出され
た情報の評価に関わる領域を含む．また，他者対応情
動知能と局所灰白質脳度が関連していた右側頭溝につ
いては，目，口，手，身体などの生物学的動き知覚，
社会的情報の知覚，声の知覚等と関連する領域である．
また，同じく他者対応情動知能が，白質形態統合性の
高さと関連していた下縦束については，この白質繊維
は，顔の知覚，情動機能，パラ言語的な情報処理に関
わり，社会認知に重要な領域を結ぶ．また，総合情動
知能の高さと内側前頭前野と後部帯状回の安静時の脳
活動の同期の強さが関連していたが，この二領域は，
自己社会認知ネットワークの中心領域であり，幅広い
自己や他者の認知と関連している．これらの結果は総
合的に情動知能が自己社会認知ネットワークと関連す
るという説を支持していると考えられる．
　まとめると先行研究では，理論，脳活動，脳損傷の
研究などから，情動知能におけるソマティックマー
カー回路と自己社会認知ネットワークの重要性が指摘
されてきた．我々は，健常者において，脳の灰白質形
態や白質形態，安静時脳活動関連の研究を行い，これ
らの回路の詳細な領域や領域間の関係と情動知能の関
連を明らかにしてきた．これらの回路のうちソマ
ティックマーカー回路の前島の変化は広汎な精神疾患
で見られ，自己社会認知ネットワークの障害は自閉所
などで見られる．これらの疾患における情動知能の低
さの背景には 2つの回路の障害があるかもしれない．
　我々は他にも，他者への共感性や社会から独立した
独自の存在でいたいという独自性欲求に関しても同様
の研究をしてきた．また，前述の創造性の研究の他に，
認知訓練により認知機能や神経系がどのような可塑性
を示すかについても研究してきた．創造性の高いもの
は社会適応能力が一般に劣ることは心理学的に知られ
ており，これらの関係の神経基盤，またさまざまな種
類の認知訓練により長期的に社会情動知能がどのよう
に影響をうけるかについても研究していきたいと考え
ている．
